
提

出

者

首

藤

信

彦

平
成
十
三
年
六
月
十
二
日
提
出

質

問

第

九
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号

コ
ー
ラ
ン
廃
棄
事
件
（
富
山
県
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に
関
す
る
質
問
主
意
書
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コ
ー
ラ
ン
廃
棄
事
件
（
富
山
県
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

事
件
の
概
要

五
月
二
十
一
日
、
富
山
県
小
杉
町
白
石
の
中
古
車
販
売
店
「
ゴ
ン
ダ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
周
辺
に
破
ら
れ
た
イ
ス

ラ
ム
教
の
聖
典
コ
ー
ラ
ン
が
散
乱
し
て
い
る
の
が
来
訪
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
廃
棄
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ン
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で

書
か
れ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
公
用
語
で
あ
る
ウ
ル
ド
ゥ
語
の
訳
が
つ
い
て
い
た
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
ら
の
抗
議
行
動
が
開
始
さ
れ
、
翌
日
富
山
県
警
小
杉

署
前
で
約
三
百
人
が
集
ま
り
集
会
を
開
い
た
が
、
そ
の
後
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
た
ち
は
富
山
県
警
本
部
に
移
動
し
、
代
表
者
が
事

件
の
早
期
解
決
を
訴
え
た
。
五
月
二
十
五
日
に
は
東
京
・
代
々
木
上
原
の
イ
ス
ラ
ム
モ
ス
ク
に
お
い
て
緊
急
集
会
が
行
わ
れ
、

外
務
省
に
対
し
て
も
要
請
行
動
が
行
わ
れ
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
、
コ
ー
ラ
ン
は
「
命
よ
り
も
大
切
な
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
心
を
傷
つ
け
、
日
本
に
対
し
て
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
契
機
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
対
応
を
誤
る
と
、
我
が
国
は
人
種

差
別
・
外
国
人
差
別
を
行
う
国
家
で
あ
る
と
の
印
象
を
持
た
れ
、
在
留
邦
人
の
安
全
に
も
影
響
を
与
え
る
。
一
方
、
こ
の
問
題

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
と
の
相
互
理
解
を
図
り
、
将
来
の
共
存
を
考
え
る
上
で
の
良
い
契
機
に
も
な
り
得
る
と

一



考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
政
府
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
ち
、
対
策
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
近
い
将
来
、
「
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
の
共
存
」
が
日
本
社
会
に
お
い
て
も
一
般
的
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

外
務
大
臣
の
対
応

六
月
一
日
の
外
務
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
外
務
大
臣
に
質
問
し
た
が
、
必
要
な

対
応
を
し
た
い
と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
声
明
、
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

外
務
省
の
対
応

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
代
表
者
が
外
務
省
に
対
し
要
請
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
要
請
を
受
け
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
説
明
を
頂
き
た
い
。

三

我
が
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
社
会
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
文
化
へ
の
対
応

�

日
本
社
会
と
の
摩
擦

現
在
世
界
人
口
の
約
二
十
％
を
占
め
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
高
い
出
生
率
も
影
響
し
、
三
十
年
後
に
は
世
界
人
口
の
三

二



分
の
一
に
ま
で
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
は
将
来
労
働
力
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
と
し

て
中
東
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
来
訪
し
、
隣
人
と
し
て
共
に
生
活
す
る
事
態
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
政
府
は
こ
の
事
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
説
明
を
頂
き
た
い
。

�

摩
擦
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
応

今
回
の
事
件
は
イ
ス
ラ
ム
教
に
対
す
る
理
解
不
足
が
根
幹
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、
国
民
の
イ
ス
ラ
ム
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
や
教
育
を
考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
説
明
を
頂
き
た
い
。

�

対
話
の
促
進

本
年
一
月
、
河
野
外
務
大
臣
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
諸
国
を
訪
問
中
に
「
文
明
間
の
対
話
」
の
重
要
性
を
強
調
し
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
た
の
か
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


